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1 .  研究概要
物質 を 混合物中 よ り ， 高 い 純度 で収率 よ く 単離す
る 方法論 と し て， 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー の系か ら
団 体 を 取 り 除 い て 系 を 単純化 し た 液 々 分配 ク ロ マ ト
グ ラ フ ィ ー の 一種 で あ る 向 流 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 技
術 の 開 発研究 を 行 っ て い る 。
ま た こ れ と 関連 し て 従来の ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー の
分離機構 を 研究 し て い る 。 一方高速液体 ク ロ マ ト グ
ラ フ ィ ー の分離 と 特異 的 な 反応 を 組み合わせ て ， 感
度 よ く 信頼性 の 高 い 分析法 を 開発 し て い る 。 た と え
ば カ ル ボ ン 酸， α ， β 不飽和 ケ ト ン に 対す る 特異的
な 呈色反応， あ る い は 発 ケ イ 光反 応 の 開発 と そ の H
S L C と の結合で あ り ， 既存 の 反 応 を L C と 組み合
わ せ た も の と し て は ア ミ ン ， クやア ニ ヂ ン 化合物な ど
に 対す る も の で あ る 。
2 .  学会報告
1 ) 椛 沢洋三， 桐沢誠， 谷村君、徳 : 向 流 ク ロ マ ト
グ ラ フ ィ ー に よ る 金属 イ オ ン の分離， イ オ ン 対溶媒
抽 出 の 利 用 ， 日 本薬学会第98年 会， 1 978 . 4， 岡 山 .
2 )  谷村君、徳， 椛 沢洋三， 柴 田 清勝 : 連続向 流 ク
ロ マ ト グ ラ フ ィ ー， 日 本薬学会第98年会， 1978 . 4 ，  
岡 山 .
3 )  Tanimura T .  and Kabasawa Y. 
C ont i nuous Countercurrent Chromatography ， 
U. S .  -Japan S eminor on Advanced Techniques 
of Liquid Chromatography ， 1978 . July， Bould­
e r， Colorado. U. S. 
3) 中 野琢， 谷村君、 徳， 山 下哲 司 ， 長谷部直子，
椛沢洋三 : 連続 向 流 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー のー操作条
件 ， 日 本分析化学会27年会， 1978 . 10 ， 金沢.
4 )  椛 沢洋三， 百瀬明子， 桐 沢誠， 谷村君徳 : 複
合 固 定相 に よ る 金属 イ オ ン の分別抽出， 日 本分析化
学会27年会， 1978 . 1 0 ， 金沢.
3 . 原 著
1 )  Horikawa R. ， Tan imura T. and Tamura 
Z. : Fluorometr ic  Determinat i on of 3-Ketost­
eroids U s ing Aluminum S al t  and Isonicot i nylh­
ydrazine . Anal . B iochem. 85 : 105 ー 1 13， 1978 . 
2 )  Nakazawa H. ， Tanimura T. and Tamura 
Z. : A Devi ce for C ountercurrent D i str ibut i on 
of Part i cles  by an Aqueous Polymer Two- Pha­
se S ystem . S eparat i on S c i .  1 3 : 745 - 752 ， 
1 978 . 
4 . 著 書
1 ) 谷村急徳 : L C 概論， L C - ケ イ 光分析 ， 1 
- 3 1 頁， 講談社， 1978 . 
2 )  谷村君、徳， 堀 川 力 三 : ス テ ロ イ ド ， L C ー ケ
イ 光分析， 188 - 192頁 ， 講談社， 1978 . 
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l 研究概要
広義の有害物質 を 対象 と し ， 1 )分析 的 な 手法に よ
る 環境汚染因 子の ス ク リ ーニ ン グお よ び特殊な疾患
や 障害 の 原 因 物質 の究明， 2 ) ニ ト ロ 化合物の還 元 を
中 心 と し た 薬物代謝機構な ら ぴに 毒性 発現機構の研
究， 3 ) カ ド ミ ウ ム ， 水銀な ど有害元素 の生体中 に お
け る 存在形態 と 挙動， そ れ ら の毒性発現機序 の生化
学的解明 な ど， 環境な ら びに 臨床 中 毒化学的 な 研究
を 行 っ て い る 。
2 .  学会報告
1 )  狐塚寛， 片 山 勝久， 松橋達男 ， 森正明， 宮原
龍郎， 森住洋， 永 原 茂 : Rhodotolura glut ini s お よ
び ラ ッ ト 肝 に お け る dinitr叫oluene 類の代謝の比較，
日 本薬学会第98年会， 1978 . 4， 岡 山 .
2 )  森正明 ， 鳴瀬嘉史， 狐塚寛 : 2， 4-D in i troto-
luene の代謝 と 毒性 に つ い て ， 日 本薬学会第98年会，
1 978 . 4 ， 岡 山 .
3 )  小 山 又次郎， 興津知 明 ， 狐塚寛 : カ フ ェ イ ン
に よ る Murexide 反応 の呈色機構に つ い て， 日 本薬
学会第98年会， 1 978 . 4 ，  岡 山 .
4 ) Takeuchi T. ， Hayashi  T. ， Takada J. and 
Kozuka H .  Survey of Trace E lements in Hai­
rs of Normal Japanese ， Internat i onal Sympos­
i um of Nucl ear Act ivat i on Techniques in  the 
L i fe S c i ence ， 1978. May， Vienna. 
5) 藤 田正光， 小西良宣， 森正明 ， 狐塚寛 : ジ ニ
ト ロ フ ェ ノ ー ル系農薬の高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー に よ る 分析， 中 部鑑明会北陸地区分科会， 1978 . 
7 ，  富 山 .
6 )  小橋恭一， 清水博子， 狐塚寛 : 米中 Cd の 化
学形態 に つ い て I 臼 ー グルテ リ ン 複合体の性質， 日
本公衆衛生学会総会， 1978 . 10 ， 東京.
- 37 -
•• 1 1 
earch Reactor Ins t i tute， Kyoto Univers i ty 
1 77 - 185 ， 1978. 
品拍
手
ト 研究概要
1 ) 五員 メ ソ イ オ ン 化合物の研究
五員 複素環 の ツ ィ タ ー イ オ ン 構造か ら 脱水 し た 型
で共鳴 に よ り 安定化 し た 五員 メ ソ イ オ ン 化合物は シ
ド ノ ン を は じ め と し て近年 多数の新規環の合成や反
応 が報告 さ れ， そ の 中 で薬理活性 を も つ も の も 知 ら
れ て い る 。 本研究 は 新型 式 メ ソ イ オ ン 化合物の合成，
そ の誘導体の化学反応， 薬理活性 ス ク リ ーニ ン グ を
行 な い ， そ の結果に よ り ド ラ ッ グデザイ ン を 行 な っ て
新規有用 な 医薬 品 を 開発す る こ と を 目 的 と し て い る 。
(53年度 〕 複素環の環内窒素のマ ジ ッ ク メ チ ル化剤
に よ る ア ル キ ル化 で1. 2. 3ー チ ア ジ ア ゾー ルー 4 - イ ミ
ン お よ び1， 2， 4ー オ キ サ ジ ア ゾー ルー 3 - イ ミ ン 系 メ ソ
イ オ ン 化合物の合成 を 行な っ た 。 ( 増 田 ， 安立， 野
村 )
な お ， 原料合成 中 新規熱転位反応 を 認め た 。
田 ， 荒井， 野 村 )
2 )  共役不飽和 ケ ト ン と ヒ ド ラ ゾ酸 と の 反応
含窒素化合物の合成の一反応 と し て の シ ュ ミ ッ ト
反応があ る 。 本研究 は 共役不飽和 ケ ト ン に つ い て こ
の 反 応 を 検討 し ， 反応の適用性等 を 見 出 す こ と を 目
的 と し て い る 。
(53年度〕 七員 環 α ， ß- 不飽和 ケ ト ン の シ ュ ミ ッ ト
反応 を 検討 し 五， 六 員 環 ケ ト ン と 反応性に 相違が
認め ら れ， β 位に 反応が起 き 易 < ， ア ジ リ ジ ン 体が
生成す る こ と が判 明 し た 。 ま た 共役不飽和 ケ ト ン の
オ キ シ ム 体 を ヒ ド ラ ゾ酸の 存在下ベ ッ ク マ ン 反応 を
行 な っ て 本反応 を 低温 で速やか に ， 進行 き せ得 る こ
と が明 ら か と な っ た 。 ( 野村， 増 田 )
3 )  ビ タ ミ ンB 1関連化合物の研究
ビ タ ミ ンB 1 合成 中 間体の ピ リ ミ ジ ン 部 を 用 い て そ
の 反 応 の 検討 と ド ラ ッ グデザイ ン に よ る 誘導体の合
成 を 行な っ て い る 。 ( 増 田 ， 野村， 荒井 )
2 .  学会報告
1 ) 増 田 克忠， 安立準， 柴 田 辰 美， 野村敬一 :
Thi azol e お よ び 1， 2， 4-Tr iazol e 環 を 有す る 双環状
メ ソ イ オ ン 化合物の合成 に つ い て ， 日 本薬学会第98
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7 ) 小橋恭一 ， 清水博子， 狐塚寛 : 米 中 Cd の化
学形態 に つ い て II Cd- グ ル テ リ ン 複合体の消化 と
腸管吸収， 日 本公衆衛生学会総会， 1978 . 1 0 ， 東京.
8 ) 加藤輝隆， 加 須屋実， 狐塚寛 : 大気 汚染 と タ
ン ニ ン 等の植物成分 と の 関係 に つ い て ， 日 本薬学会
北 陸支部第47 回例会， 1978 . 1 1 ， 富 山 .
9 ) 鳴瀬嘉史， 森正明 ， 狐塚寛 : ラ ッ ト に お け る
3H-2， ι ジ ニ ト ロ ト ルエ ン の吸収お よ び排植に つ い
て ， 日 本薬学会北陸支部第47 回例会， 1978 . 1 1 ， 富
山 .
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